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１．はじめに 1）

Abhisamayamañjarī は Vajravārāhī の成就法が記された，サンヴァラ系の

儀礼書である．インド後期密教において Hevajra や Sam
・

vara の配偶尊とし

て知られいる 2），この Vajravārāhī の姿形は多種多様である．例えば，①一面・

二臂・赤色，②一面・四臂・赤色，③一面・二臂・黄色か青といった姿をと

る 3）．さらに Vajravārāhī は，“Vajraghon
・
ā” や “Vajrayoginī” といった異名を

持つ女性尊格である．

以上のような Vajravārāhī の成就法を記した当文献は，著者や成立時期に

ついて未だ明らかになっておらず，内容や成立過程の解明にあたり，関連文

献と比較することで当文献の特徴を見出す必要がある．本稿においては，当

文献と関連文献の内容を比較する前提として，構成について比較し，当文献

における構成の特徴を明らかにしたい．この比較結果は当文献の内容を解明

すること，および，サンヴァラ系密教における当文献の成立背景を模索する

ための基礎資料となるだろう．

２．Abhisamayamañjarī と Cakrasam
・

varābhisamaya

２．１　Abhisamayamañjarī について

当文献の一次資料にはサンスクリット写本が 7 本とチベット訳が現存し

ている．サンスクリットの写本には Abhisamayamañjarī が単独で収録され

ているものと，Guhyasamayasādhanamālā（以下 GSS）の５番として収録さ

れているものの２種類がある．GSS は Vajravārāhī に関わるテキストのみを

Abhisamayamañjarī の構成とその特徴

前 田 真 悠 里
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集めた成就法集であり，写本によって数は異なるものの 44~46 のテキスト

が収録されている（塚本他 1989: 285）．当文献の校訂テキストとしては S. 

Rinpoche と V. Dwivedi によるものがあるが，この版本には誤記・誤読も多く，

また，校訂の際に参照されていない写本もある．この他，English（2002）

において，部分的な校訂テキストと英訳が掲載されている．

また，前述のとおり当文献の著者は確定されておらず，写本によって

著者として記されている名前が異なっている．サンスクリット写本の場

合は Śāntaraks
・
ita あるいは Śākyaraks

・
ita の名前が記されており，チベッ

ト 訳 の 場 合 は Śubhākaragupta の 名 前 が 記 さ れ て い る（ 塚 本 他 1989: 

279）．著者に関して現時点で明らかなことは，本文の中で Lūyīpāda と

Abhayākaragupta についての言及があることから，この２人よりも後の時

代の人物によって書かれたということである．さらに本文には，著者の師匠

が Abhayākaragupta であると読み取れる記述 4）がある．この記述から当文

献は，塚本他（1989: 279）において Abhayākaragupta の弟子として名前が

確認できる Śubhākaragupta に帰せられる可能性が高いと考えられる．そして

成立時期については，本文中に引用されている Vajrāvalī の成立年代と GSS の

写本の書写年代から，12 世紀前半から 14 世紀までには成立していたと推定

される 5）．

２．２　Lūyīpāda 著 Cakrasam
・

varābhisamaya

Cakrasam
・

varābhisamaya（以下 CSA）はサンヴァラ系の諸流派のなかで，

最初期の流派とされる Lūyīpāda 流の根本典籍と言われている儀礼書である．

Lūyīpāda に帰せられるこの CSA には，桜井（1998）による校訂テキストが

ある他，桜井（1997b）による前半部分の翻訳がある．CSA はサンヴァラ系

の文献のなかでも，その註釈書も含めて研究が進んでいるといえる．したがっ

て，CSA に関連した多数の研究論文が執筆されているため，先行研究から得

られる情報が多い．以上のように参考文献が多い点と，Abhisamayamañjarī

の中で Lūyīpāda の教えに関して言及があること，さらに，構成と内容に類

似点が多いことから，本稿では CSA を比較対象とする．

類似点が多いとはいえ，Abhisamayamañjarī と CSA には相違点もあるこ

二
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とを留意しておくべきだろう．その相違点とは，CSA が 62 尊マンダラの成

就法である一方で，Abhisamayamañjarī は 37 尊マンダラの成就法である点

である．37 尊マンダラとは，CSA の 62 尊マンダラを構成する尊格のうち，

25 尊の男性尊格は描かれず，37 尊の女性尊格のみで構成されているマンダ

ラのことである．男性尊格が描かれない Abhisamayamañjarī の成就法では，

男性尊格と対応する教理なども示されてはいない．ただし，マンダラの構造

については共通しており，主尊を中心に大楽輪→心輪→語輪→身輪→三昧耶

輪の順に外側に広がっていく同心円構造となっている．

３．Abhisamayamañjarī の構成

具体的な比較に入る前に，まずは当文献の構成について概要を述べる．当

文献は，以下に示すように大きく２つの部分から成り立っている．

・37尊マンダラから成る成就法部分（本文の約2/3）

１帰敬偈→２準備→３マンダラの観想→４終結部

・付論部分（本文の約1/3）

尊格としての過ごし方・諸供養・ホーマ儀礼・略儀礼・別バージョ

ンの成就法・廻向偈など

上記のうち，主として前半部分の構成と内容が CSA と類似している．後

半の付論部分は CSA と類似する部分は少ないものの，本稿５で後述すると

おり CSA と関係の深い文献と類似する箇所がいくつかみられる．この付論

部分には，他の聖典に説かれる７種類の Vajravārāhī の成就法が，それぞれ

マントラや観想法を含めて例示されている．ただし，これらの成就法につい

て，聖典の出典は明示されていない．Vajravārāhī の姿形は当文献全体で計

11 パターン確認できる．このように複数の成就法が説かれていることに関

して，［5.7.6 半跏座の Vajravārāhī］に挿入された文言がある．それによれば，

当文献で提示されている成就法の中から，どの成就法を選んでも「これらの

三
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次第の中で，１つの次第を受け入れたならば，信心と慈悲をもち，とらわれ

ることなく誓戒を実行し，疑うことなく（nirvicikitsā）［Vajravārāhī を］観

想するものは必ず成就を得る」6）と Abhisamayamañjarī の著者は語っている．

以上のように『現観（Abhisamaya）の花房（mañjarī）』という著作名のと

おり 7），数種類の成就法マニュアルが紹介されている点は当文献の特徴の１

つである．

４．構成の類似点・相違点

以下に Abhisamayamañjarī と CSA の構成について比較し，その類似点と

相違点をいくつか挙げる．

４．１　蘊界処の浄化の順序

［2.2 蘊界処の浄化］部分と，CSA［2］の部分の比較である．当該箇所は

Lūyīpāda が CSA の中で “skandhadhātvāyatanes
・
u devatāviśuddhih

・
 ”（蘊界

処に尊格を［布置することによる］浄化）と呼んでいる部分（桜井 1998: 

（3）, ［2］）である．サンヴァラ系密教には「蘊界処」を順次，五仏・四仏

母・金剛女・菩薩に配当する解釈がある（田中 2010: 367）．ここでの「蘊

界処」の界（dhātu）は，十八界ではなく地水火風の四大として解釈される．

行者自身の蘊界処に尊格を配当していくことで，行者自身を浄化していくの

である．この次第で蘊界処に配置される尊格はマンダラに描かれない．また，

Abhisamayamañjarī のマンダラには男性尊格は配置されないが，この浄化の

次第では男性尊格も蘊界処に配置される．浄化の順番はテキストによって異

なっているが 8），Abhisamayamañjarī と CSA ではともに，蘊→処→界とい

う順番で行われている．

４．２　「空性の観想」と「結界」の順序

［2.7.1 智慧資糧の積集］，［2.7.2 空性の修習］，［3.1.2 結界］と CSA［3］, 

［5］, ［6］（b）, ［7］（a），部分の比較である．「空性の観想」とはすべての

四
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ものが空であると観想する次第で，「結界」とはマンダラの守護のために金

剛網などの観想をする次第である．この２つの次第の順番には，２文献に違

いがある．Abhisamayamañjarī は先に空性の観想，その後に結界という過程

をとる．一方で CSA は，先に結界，その後に空性の観想を行う．この２文

献以外で，それぞれの過程をとる文献を，桜井（2011: 7），及び，杉木（1997: 

60, 63, 65, 67）を参照して以下に挙げる．

１．先に「結界」，その後に「空性の観想」を行う過程をとる文献

Guhyasamāja 流儀の成就法 9）

Lūyīpāda 著 Cakrasam
・

varābhisamaya ［Toh. 1427: Ota. 2144］

Dārikapāda 著 Śrīcakrasam
・

varasādhanatattvasam
・

graha ［Toh. 1429: 

Ota. 2145］

G h a n
・

t
・
ā p ā d a 著 Ś r ī - B h a g a v a c c a k r a s a m

・
v a r a s ā d h a n a -

Ratnacintāman
・
i-nāma ［Toh. 1437: Ota. 2154］ 

２．先に「空性の観想」，その後に「結界」を行う過程をとる文献

Guhyasamāja 流儀の成就法

Kr
・
s
・
n

・
ācārya 著 Śrīcakrasam

・
varasāsdhana ［Toh. 1445: Ota. 2162］

Kambala 著 Bhagavacchrīcakrasam
・

varasādhana-Ratnacūd
・
āman

・
i-nāma 

［Toh. 1143: Ota. 2160］

著者不明 Abhisamayamañjarī ［Toh. 1582: Ota. 2294］

上記のうち，Guhyasamāja 流儀の成就法以外はすべてサンヴァラ系の文

献であり，その著者はサンヴァラ系の諸流派を形成した人物たちである．

Lūyīpāda, Dārikapāda, Ghan
・
t
・
āpāda, Kr

・
s
・
n

・
ācārya, Kambala という人物たちに

より，サンヴァラ系の諸流派は発展していった（杉木 1997: 59）10）．ただし，

ここに挙げた人物による文献の全てが，この分類に分けることができるとは

言えず，ここでは，先行研究からこの分類で分けられると判断した文献を，

例示しているに過ぎない．

Abhisamayamañjarī ［3.2.2 補記］において「空性の観想」と「結界」の

五
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六

順序の違いに関して，著者の見解が示されている．それは以下に示すとおり

である．

［3.2 .2］ yat  tu  Lūyīpādābhisamaye  raks
・
āva j rapañ jarāder 

anantaram
・

 śūnyatābhāvanoktā tad adhimātraprajñādhikārāt | 

tasya śūnyataiva paramā* raks
・
eti | sarvajanasam

・
grahan

・
aih

・
 punar 

atra śūnyatābhāvanānantaram
・

 raks
・
āpañjarādikam uktam, bahus

・
u 

cābhisamayes
・
v iyam evānupūrvī dr

・
śyata* iti | （Sed: 8）

・paramā ］ em.; parā K, B, English; param
・

 Sed 

・dr
・
śyata ］ Sed; dr

・
śyeta English

　しかし，以上のことは 11），ルーイーパーダのアビサマヤでは，守護

のための金剛網などの直後に空性の観想が説かれており，それは，優れ

た智慧を有している人に［実践の］資格があるからである．その人（優

れた智慧を有している人）にとっては，空性こそが最高の守護である．

一方ここ（アビサマヤマンジャリー）では，全ての人たちを包摂するの

で（優れた人から劣った人までを対象とするから），空性の観想の直後

に守護のための［金剛］網などが説かれている．そして多くのアビサマ

ヤにおいて，これ（アビサマヤマンジャリー）と同じ順序のものが見ら

れるのである．

以上の記述から Abhisamayamañjarī の著者は，本稿で１番に分類した過

程を，優れた智慧を有する人のための次第であると解釈し，２番に分類し

た過程を，全ての人を対象としている次第であると解釈している．このよ

うに，当文献の著者は順番の異なる２つの過程があることを認識した上で，

Lūyīpāda の成就法とは異なる２番の過程を選び，先に「空性の観想」を設

定していることが分かる 12）． 

４．３　内的観想

［3.12 十地と聖地の対応］，［3.13 身体マンダラ，女神と内の聖地の対応］

と CSA［9］（a）（c）（d）（e）との比較である．サンヴァラ系密教では，行
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者の身体の外側にマンダラなどを観想することを「外的観想」といい，行者

の身体の内側にマンダラを観想することを「内的観想」と呼ぶ．具体的に

は，行者の身体部位，例えば頭や心臓，臍などに尊格がいると観想する．そ

して，その身体部位が尊格そのものであると観想することによって，行者の

身体自体がマンダラであると観想していく．これが当文献での内的観想であ

る．また，内的観想で観想されたマンダラを「身体マンダラ」あるいは「内

的マンダラ」と呼ぶ．この内的観想の次第について，CSA は聖地 13），身体

部位，尊格，聖地のカテゴリーと十地との対応をそれぞれ個別に記している．

一方，Abhisamayamañjarī では以下のように十地と聖地との対応は個別に記

されず，１つのパラグラフにまとめられている．

［3.12］ pramuditāvimalāprabhākaryarcis
・
matyabhimukhīsudurjayā-

d ū r a n・ g a m ā c a l ā s ā d h u m a t ī d h a r m a m e g h ā k h y a d a ś a b h ū m i - 

v iśuddhyā  kramen
・

a  p ī t
・
hopap ī t

・
hād i rūpam

・
 kāyaman

・
d

・
a l a m 

adhyātmayoginā bhāvayitavyam | （Sed: 17）

歓喜，離垢，発光，焔慧，現前，難勝，遠行，善慧，不動，法雲という

名の十地に対応する順番に，ピータ・ウパピータ 14）などを本質とする

身体マンダラが内的な［実践を行う］ヨーガ行者によって観想されるべ

きである．

このように，十地と聖地との対応が個別に記されていないことは，この対

応関係が既に示すまでもない前提として広く知られていたからではないかと

推察する．また，十地と，聖地の 10 のカテゴリーの対応については，外的

マンダラの観想時点では示されておらず，内的マンダラの観想についての記

述で初めて示される．この点は，Abhisamayamañjarī と CSA で共通している．

このように，内的観想の際に初めて十地と聖地の 10 のカテゴリーとの対応

が示されてることから，杉木（1997: 61）では Lūyīpāda は外的観想よりも

内的観想を重視していたと考察されている．よって，Abhisamayamañjarī の

著者も内的観想を重視していたということが分かる．

［3.13 身体マンダラ，女神と内の聖地の対応］では，聖地，身体部位，女

七
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神，聖地のカテゴリーのそれぞれの対応関係が示されている 15）．心輪，語輪，

身輪に配置される合計 24 の女性尊格と 24 の身体部位との対応が，CSA［9］

と同様に記されている．これに加えて，Abhisamayamañjarī ［3.13.6］では

大楽輪と三昧耶輪の女神たち 12 尊と 12 の身体部位との対応関係も示され

る 16）．

５．付論部分と関連する文献

先にも述べたとおり，付論部分に関しては CSA との類似点はほぼない．

しかしながら，この付論部分は，CSA の註釈書を著した Prajñāraks
・
ita の代

表作，Balividhi，Bāhyapūjāvidhi，Hastapūjāvidhi という３つの著作と類似

している点が多い．桜井先生の一連の先行研究 17）によれば，この３つの著

作は，CSA で説かれた尊格供養とバリ供養を，Lūyīpāda の流儀に従って実

修できるよう，より詳細に解説した儀軌であることが分かっている．この

３つの著作と類似しているということは，Abhisamayamañjarī の［4.1 バリ

供養］，［5.2 バーフヤプージャー］，［5.3.1 ハスタプージャー］とその略作

法の部分も，Lūyīpāda 流の儀軌から影響を受けていたと言えよう．また，

Prajñāraks
・
ita の著した CSA の註釈書である Abhisamaya-nāma-pañjikā （桜

井 2005）は，CSA の註釈書という性質上 Abhisamayamañjarī と類似点が多

い．なお，この Abhisamaya-nāma-pañjikā と上記３つの著作を合わせた４

つの著作は「Prajñāraks
・
ita の四法」と呼ばれている（桜井 1997a: 38–42）．

八

表１．「Prajñāraks
・
ita の四法」と Abhisamayamañjarī の類似箇所

「Prajñāraks
・
ita の四法」 Abhisamayamañjarī 該当部分

Abhisamaya-nāma-pañjikā 前半部分 （CSA と類似点の多い 1 帰敬偈〜４終結部）

Balividhi 4.1 バリ供養 （CSA［15］）

Bāhyapūjāvidhi 5.2 バーフヤプージャー

Hastapūjāvidhi 5.3.1 ハスタプージャー　5.3.2 ハスタプージャーの略作法
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九

６．おわりに

本稿では Abhisamayamañjarī と CSA の構成を比較し，主な類似点と相違

点を確認した．蘊界処の浄化のように Lūyīpāda の CSA と類似している点も

あれば，空性の観想と結界のように，著者が意図的に異なる順序をとってい

る部分もある．また，内的観想のように CSA の記述をまとめたと考えられ

る箇所や，CSA の記述に情報を書き加えたような部分があることが分かった．

以上のことから，Abhisamayamañjarī は Lūyīpāda 流の影響を強く受けて，

発展した形であることが分かる．しかしながら，その著者の背景について不

明な点も多いため，具体的な関係性については両著作の比較だけでは明確

に提示できない．この点，Lūyīpāda の影響を受けている人物の１人である

Abhayākaragupta と当文献との関連が深いことが分っているため，今後は

Abhayākaragupta の著作を参照し，Abhisamayamañjarī の成立背景を模索

したい．
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資料 : Abhisamayamañjarī のシノプシスと CSA との類似箇所

以下に Abhisamayamañjarī と Cakrasam
・

varābhisamaya（CSA, 桜井 1998）の

構成と内容が，あるいはどちらか一方がほぼ一致する部分の対応関係を示す．

例：CSA［2］ = CSA（桜井 1998）のパラグラフ２

１（3） = Sed の１ページ３行目

なお，CSA のパラグラフが全て Abhisamayamañjarī と対応関係にあるわ

けではないため，対応箇所のない部分は最下部に提示した．

一
〇

Abhisamayamañjarī CSA Sed

1 帰敬偈

　1.1 帰敬偈 CSA［0］ 1（3）–

　1.2 祈願文 1（5）–

2 準備

　2.1 行者自身と周囲の浄化

　　2.1.1 言葉の浄化 1（9）–

　　2.1.2 五蘊の浄化 1（16）–

　　2.1.3 バリマントラによる浄化 1（19）–

　2.2 蘊界処の浄化

　　2.2.1 蘊等への尊格の布置 CSA［2］ 2（7）–

　　2.2.2 諸処への尊格の布置 CSA［2］ 2（13）–

　　2.2.3 五界への尊格の布置 CSA［2］ 3（2）–

　2.3 男尊と女尊の尊容 3（10）–

　2.4.1  16 人の女神による供養 CSA［4］ 3（12）–

　2.4.2  16 人の女神の尊容 CSA［4］ 3（15）–

　2.5 ①賞賛偈②七種無上供養 CSA［4］ 4（7）–

   　③三帰依・依仏道・身供養・発菩提心

　2.6 ④四無量心の修習 CSA［1］ 4（10）–

　2.7.1 智慧資糧の積集 CSA［5］ 4（14）–

　2.7.2 空性の修習 CSA［5］ 5（1）–

3 マンダラの観想

　3.1 マンダラ外輪の観想

　3.1.1 ４つの要素と須弥山の観想 CSA［6］（a） 5（5）–

　3.1.2 結界

　　3.1.2.1 金剛柵・金剛地・金剛網・ CSA［3］（a）（b） 5（9）–

　　　　　 金剛蓋・金剛の焔の観想

　　3.1.2.2 障害の除去 CSA［3］（c） 6（1）–

　　3.1.2.3 結界の完成 6（12）–

　3.1.3 楼閣宮殿の観想 CSA［6］（b）, 6（17）–

［7］（a）

　3.1.4 五相現等覚 7（3）–

　3.2  37 尊マンダラ

　　3.2.1  Vajravārāhī の観想 CSA［7］（c）（d） 7（10）–

　　3.2.2  補記 8（13）–

　　3.2.3  ５輪マンダラの観想 8（16）–

　　　3.2.3.1  大楽輪の観想 CSA［7］（e） 9（2）–

　　　3.2.3.2  ３輪の観想，24 の女神と

外の 24 の聖地の対応

　　　　3.2.3.2.1  心輪の観想 CSA［7］（f） 9（2）–

　　　　3.2.3.2.2  語輪の観想 CSA［7］（g） 9（5）–

　　　　3.2.3.2.3  身輪の観想 CSA［7］（h） 9（9）–

　　　　3.2.3.2.4  ３輪の女神の尊容 CSA［7］ 9（13）–

（h, v.14–16）

　　　3.2.3.3 三昧耶輪の観想 CSA［7］（i） 9（15）

　3.3 文字布置 

　　3.3.1 甲冑 CSA［11］（b） 10（1）–

　　3.3.2 尊格の観想による文字布置 10（5）–

　3.4 智輪の招入 CSA［11］（a）, 10（12）–

　　 三昧耶輪と智輪の合一 ［12］

　3.5 灌頂 CSA［14］ 10（17）–

　3.6 甘露の享受 11（7）–

　3.7.1  37 尊マンダラを CSA［18］ 11（18）–

維持できない場合

　3.7.2 空性の修習 CSA［18］ 12（4）–

　3.8.1 疲れた場合① 12（16）–

　3.8.2 疲れた場合②

　3.8.3 疲れた場合③

　3.9 マントラ

　　3.9.1 フリダヤ CSA［13］ 13（6）–

ウパフリダヤマントラ

　　3.9.2  ８つの句のマントラ 13（8）–

　　3.9.3.1  花環マントラ 13（15）–

　　3.9.3.2  花環マントラの能力 14（11）–

　　3.9.4  36 の女神のマントラ

　　　3.9.4.1  大楽輪の女神 CSA［13］ 15（1）–

　　　3.9.4.2  32 の女神のマントラ CSA［13］ 15（3）–

　　　　3.9.4.2.1  心輪の女神 CSA［13］ 15（3）–

　　　　3.9.4.2.2  語輪の女神 CSA［13］ 15（6）–
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　　　　3.9.4.2.3  身輪の女神 CSA［13］ 15（9）–

　　　　3.9.4.2.4 三昧耶輪の女神 CSA［13］ 15（12）–

　　3.9.5  補記 15（15）–

　3.10  別種類のマンダラ 15（16）–

　3.10.1 Vajrāvalī のマンダラ① 15（17）–

　3.10.2 Vajrāvalī のマンダラ② 15（19）–

　3.11 三十七菩提分法と女神の対応 CSA［8］ 16（5）–

　　3.11.1 四念処 CSA［8］ 16（7）–

　　3.11.2 四神足 CSA［8］ 16（10）–

　　3.11.3 五根 CSA［8］ 16（13）–

　　3.11.4 五力 CSA［8］ 16（18）–

　　3.11.5 七覚支 CSA［8］ 17（1）–

　　3.11.6 八正道 CSA［8］ 17（5）–

　　3.11.7 四正断 CSA［8］ 17（10）–

　3.12 十地と聖地の対応 CSA［9］ 17（14）–

（a）（c）（d）（e）

　3.13 身体マンダラ，

女神と内の聖地の対応

　　3.13.1  24 聖地の種字 CSA［9］（b） 18（1）–

　　3.13.2 心輪の女神と聖地と CSA［9］（c） 18（2）–

身体部位の対応

　　3.13.3 語輪の女神と聖地と CSA［9］（d） 18（7）–

身体部位の対応

　　3.13.4 身輪の女神と聖地と CSA［9］（e） 18（12）–

身体部位の対応

　　3.13.5 身体マンダラに関する説示 18（17）–

　　3.13.6  三昧耶輪と大楽輪の 19（3）–

女神と身体部位の対応

4 終結部

　4.1 バリ供養 CSA［15］ 19（7）–

　4.2 尊格の帰還 20（16）–

5 付論

5.1 尊格としての過ごし方

　5.1.1 沐浴時・食事時 20（20）–

　5.1.2 正午時 CSA［10］（v.21） 21（6）–

5.2 バーフヤプージャー 21（15）–

5.3.1 ハスタプージャー 22（14）–

5.3.2 ハスタプージャーの略作法 23（12）–

5.4 ホーマ 24（6）–

5.5 中位の長さの儀礼 24（13）–

5.6 略儀礼 24（18）–

5.7 別バージョンの Vajravārāhī 成就法 25（3）–

5.7.1 赤い Vajraghon
・
ā 25（4）–

5.7.2 白い Vajraghon
・
ā 25（16）–

5.7.3 赤色の女神 26（14）–

5.7.4 赤色 Vajrayoginī 27（6）–

5.7.5 ３体の Vajrayoginī 27（15）–

5.7.6 半跏座の Vajravārāhī 28（11）–

5.7.7 Vidyādharī Vajrayoginī 29（11）–

5.8 まとめ 30（6）–

5.9 廻向偈 30（8）–

＊ Abhisamayamañjarī と対応する箇所がない CSA のパラグラフ

CSA［7］（b）八尸林に関する説明

CSA［16］男性尊格と身体の体液・組織との対応

CSA［17］装飾が意味するものなどの説明

CSA［19］補足説明

CSA［20］行者の死に際する説示

（上記 CSA のパラグラフ説明は，筆者が便宜上記したものである．）
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・
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相と文化　上―金剛界の巻』法蔵館 : 85–100.

——— 2005b「Prajñāraks
・
ita『Cakrasam

・
varābhisamaya 註』の原典研究― 

梵文校訂テクストⅡ―」『智山学報』54: （161）–（185）.

——— 2011「Kambalapāda （La ba la）の『チャクラサンヴァラ成就法』― 

その構成と観想法―」『密教図像』30: 1–18.
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註
１）・本稿で提示する Abhisamayamañjarī のサンスクリットテキストは S. 

Rinpoche と V. Dwivedi による校訂本（以下 Sed）を底本としている．

・Ms.K と Ms.B，Ms.B を元に作成された English（2002）の校訂文を参

照し，異読を提示した．

・ チベット訳の参照はしていない．

・異読註の採用した読みの前には “・” を，後には区切り記号 “ ］ ” をつ

け，区切り記号の後には採用した読みを支持する文献や写本の略号を

記す．その後セミコロンで区切り，異読を示した．
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・ 試訳は筆者によるものであり，（ ）では語句の言い換えを，［ ］では

文脈上の補足説明を提示している．

２）Heruka には形態と名称がいくつかあり，それぞれの場合で配偶女尊

が異なる．これらの形態と名称は Vajravārāhī を明妃とする場合の

Heruka である．例えば①一面四臂の Hevajra，②一面二臂の Sam
・

vara，

③四面十二臂の Sam
・

vara，④三面六臂の Saptāks
・
ara の明妃とされる．

（トゥッチ 1984: 135）

３）［3.2.1 Vajravārāhī の観想］，［3.10.2 Vajrāvalī のマンダラ②］，［5.7.1 

赤い Vajraghon
・
ā］における尊容．資料 Abhisamayamañjarī シノプシス

を参照．Cf. English（2002: 50–107）

４）vistaratah
・
 saptatrim

・
śadātmakam

・
 bhagavatyā* man

・
d

・
alacakram

・
 tatraiva 

man
・
d

・
alabhedānantaram

・
 vajrāvalyām asmadgurubhir upadarśitam

・
 

likhyate | （Sed: 15）

　・bhagavatyā ］ K, B, English; devībhagavatyā Sed

	 37 からなる女神の集団（マンダラを構成する尊格の集団）がおり，そ

の同じ場所に，マンダラ［を構成する尊格］を分割した（それぞれの尊

格をそれぞれの区画に配置した）直後に，『ヴァジュラーヴァリー』に

おいて私たちのグルによって詳しく説かれたものが描かれる．

５）本文に引用されている Abhayākaragupta の著した Vajrāvalī の成立年代

がおよそ 12 世紀前半である．また，塚本他（1989: 285）では GSS の

編纂された年代が 12 世紀後半〜 14 世紀の間と推定されている．さらに，

GSS の写本のうち最古のものと考えられている，オックスフォード大学

のボドリアン図書館所蔵の写本の書写年代は 14 世紀とみなされている

と記されている．以上の点から，14 世紀までには Abhisamayamañjarī

も成立していたと考えられる．

６）es
・
u ca krames

・
u kramam ekam ādāya śraddhādayāvān nih

・
san・ gah

・
 

samayasevī nirvicikitsam
・

* bhāvayan niyamena sādhayati | （Sed: 28）

　 ・nirvicikitsam
・

 ］ Sed; nirvicikitso English

７）Abhisamayamañjarī ［5.9 廻向偈］には題目を含む偈がある．

vidhāyedam
・

 viśvam
・

 gun
・
akusumasammodasubhagam

・
 samīhante 
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bhoktum
・

 yadi jhat
・
iti santah

・
 śamaphalam | 

tadopeyur yatnād abhisamayakalpadrumabhavām
・

 navām unmīlantīm 

atirasavatīm
・

 mañjarim imām || （Sed: 30）

もしも人々がこのすべてを実行し，一瞬のうちに，徳目という花の香り

のする美しい寂静（涅槃）という結果を享受することを望むならば，ア

ビサマヤ（現観）という如来樹から生じ，花開き，非常に［優れた］エッ

センスを有する，新鮮なこの花房を（mañjarim）努めて得るべきである．

８）Yoginīsam
・

cāratantra は蘊→処→界，Abhidhānottaratantra は界→蘊→

処の順である（田中 2010: 367）.

９）Guhyasamāja 流儀の文献には，どちらの過程をとるものもあるようだ．

10）桜井（1997a: 33）では Advayavajra も独立した流派を形成したと見做

している．Cf. 杉木（1997: 71）は Bu ston に伝えられた系譜にみられ

る流派として Atīśa 流も挙げている．

11）「以上のこと」とは［2.7.1 智慧資糧の積集］から［3.2.1 Vajravārāhī の

観想］の過程である．

12）この「空性の観想」と「結界」の順序の違いは，Hevajratantra におい

て整理された，いわゆる四歓喜の順序に関する２種類の解釈からの影響

を受けた実践形態にもみられる，というご指摘を種村隆元先生よりいた

だいた．２種類の解釈とは以下のとおりである（Cf. 松本 2019）．

解釈 A: ānanda → paramānanda → sahajānanda → viramānanda

解釈 B: ānanda → paramānanda → viramānanda → sahajānanda

	 この点，当文献の著者の師匠である可能性がある Abhayākaragupta

は 解 釈 B の 立 場 を と っ て い る（Isaacson ＆ Sferra2014: 97）． そ し

て，解釈 B はその実践形態で「空性の観想」→「結界」の順をとる

という．これを考慮すれば，当文献の形態が２番の過程をとるのは

Abhayākaragupta の教理を受け継いだ結果とも考えられる．しかし，

この四歓喜の順序に関する解釈の影響が，サンヴァラ系密教にどの程度

の影響を及ぼしているかについては定かではなく，今後，以上のような

教理の違いが実践形態に与えた影響を踏まえて考察する必要がある．

13）聖地の伝承には様々あるが，杉木（2007: 87）によると，個々の聖地
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群の起源と構造という観点から４つの分類に分けられるという．この分

類方法を参照すると，Abhisamayamañjarī と CSA はともに第１型伝承

に属している．

14）ピータとウパピータは聖地のカテゴリーの一例である．

15）内的マンダラ理論については杉木氏によって，その形態と意義とい

う観点から５つの型に類型化されている（杉木 2007: 137）．このう

ち，第２型内的マンダラに CSA が含まれ（杉木 2007: 142），第４型

内的マンダラに Abhisamayamañjarī が含まれている（杉木 2007: 155–

156）．第４型内的マンダラには，Prajñāraks
・
ita 作 Abhisamayapañjikā, 

Abhayākaragupta 作 Cakrasam
・

varābhisamaya も含まれている．そして

杉木（2007: 155）では，この第４型内的マンダラを，Lūyīpāda 流伝

承の１つの発展型であり，ヴィクラマシーラ僧院内における権威的な内

的マンダラ理論の１つと見なしている．

16）37 尊全ての身体内化を試みるものであり，註 15 で示した第４型内的マ

ンダラの特徴でもある（杉木 2007： 159）．なお，Abhisamayamañjarī

では，主尊 Vajravārāhī と対応する聖地や聖地のカテゴリー，身体部位

は説かれない．

17）桜井（1997a, 2002ab）など．Cf. English（2002: 218, 344）に Hastapūjā

の詳細がまとめられている．




